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E Lシリーズ電子負荷装置 ELA - 1 5 5、EL B口15 5、EL C - 1 5 5、EL A , 3 0 5、EL B - 3 0 5、

ELC-305、ELA-1005、 ELC-1005、 ELL-355、ELL-1005、ELZo1 75

Eとシリーズ電子負荷の特長

直流電子負荷装置の「ELシリーズ」につきまして、弊社独自の仕

様特長を以下ご紹介させて頂きます。

■lμsの高速動作

ELシ リーズは、電流設定時の立ち上がり速度が高速であり、下

図のようにlμs以下で立ち上がりますので、高速応答を要求される

試験に最適です。

図 負 荷電流の立ち上がり

また、外部制御では100kHzで の高帯域の電流可変が可能と

なっており、FFTま たはFRAな どと組み合わせた交流法による燃料

電池のインピーダンス沢」定にも使用できます。下図は一般的な従

来の電子負荷 (帯域20kHz程 度)で取得したコールコールプロット

図(上狽」)と、弊社の電子負荷装置ELZ-175に より取得したコール

コールプロット図(下側)となっており、高帯域でのデータの差異が

現われているのが解ります。
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ロスルーレート可変

電子負荷電流の立ち上がり/下がり時間 (スルーレート)は、フロ

ントパネルあるいはインターフェース(∪SB、GP―IB )経由により下

図のように自由に設定することが出来ますので、フレキシブルな試

験パラメータの設定が可能です。
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■真の抵抗負荷に近い動作特性

従来の電子負荷装置には必ず「最小動作電圧」という制限が有

り、下図 (上倶」)のように最小動作電圧より低くなると電流が流れな

いという現象が発生します。このことは「電子負荷を使う限りやむを

得ない」と諦められてきましたが、弊社の電子負荷装置ではこのよう

なことは有りません。下図 (下倶」)のように、ゼロVま で綺麗に電流

が流れます。

従来の波形
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■定格電力を超えて使用可能

一般的な電子負荷装置は定格電力を超えて使用するとアラーム

等の保護回路が動作し使用することが出来ませんが、ELシリーズ

電子負荷装置は20秒 (あるいは2秒 )の短時間であれば定格電力

を超えても使用することが出来ます。

従って、300W電 子負荷の価格でも使用条件によっては、800W

の電子負荷として使用することが可能となりましたので導入コスト

削減にも貢献します。
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EとA-305動 作領域曲線

ELA… 155 120V 30A 150W 250W 400W 10A/μ s
ELB-155 300V 15A 150W 250W 400W 5A/μs
ELC-155 500V 6A 150W 0.5A/μs
ELA-305 120V 60A 300W 500W 800W 20A/μ s
ELB-305 300V 30A 300W 500W 800W 10A/μ s
ELC-305 500V 12A 300W lA/μs
ELA-1005 120V 180A 1000W 1500W 2400W 30A/μ s
ELC-1005 500V 36A 1000W 3A/μs
ELL-355 30V 135A 350W 430W 50A/μ s
ELL-1005 30V 405A 1000W 1290W 50A/μ s
ELZ-175 30V 67.5A 175W 215W 25A/μ s

●燃料電池などの充放電試験

●燃料電池などのインピーダンス測定

●ワイヤー八―ネスの試験

●スイッチング電源の出力特性評価、検査
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